給 水 装 置 内 部 検 査 確 認 表
＊給水装置工事を施工し、下記項目について確認しましたので、完了届に添付して報告します。
確 認 事 項
１．耐圧に関する基準について
①１.０Ｍｐａの静水圧を１分間加圧して漏水､変形､破損その他の異常はないか？
□
　（給湯湯沸器等で減圧弁が設置してある場合は、減圧弁の手前までとする。）
２．水質に関する基準について
①水質検査（色、濁り、臭い、残留塩素等）に異常はなかったか？
□
【残留塩素測定値　　　　　　　　ｍｇ/ℓ】
３．浸出に関する基準について
①給水管および給水用具は、浸出性能試験の基準に適合したもの（JWWA、JIS規格）であるか？
□
４．給水管、給水用具は、水道法施行令第５条により、厚生労働省令で定められた、水撃限界・防食・
逆流防止・耐寒・耐久に関する規準に適合しているか。　
□
５．クロスコネクションについて
①適切に配管され、上水道管以外の埋設管との誤接続等の危険な配管はなされていないか？
□
６．メータ周辺等の工事事項について
①メータの番号は合っているか？
□
②流水方向に正しく取り付けできているか？（逆付けでないか確認）
□
③ボックス内は清掃し、土砂やモルタルが入っていないか？
□
④ボックスの底部と上部が離れていないか？
また、確認できる写真が撮影できているか？（φ２５ｍｍ以下）　
□
⑤ボックススラブが設置され、不等沈下はおこっていないか？（φ３０ｍｍ以上）
□
⑥φ５０ｍｍ以上のメータは設置仕様により設置できているか？
□
⑦ボックス蓋に施工業者名、検査日、電話番号が記入されているか？
□
⑧メータは検針及びメータ交換作業に支障とならない位置に設置できているか？
□
⑨内部バルブは埋設型でボックスの中央に設置できているか？
□
⑩フレキシブル継手が正しく設置でき（φ３０，４０ｍｍは２次側に１．０ｍを使用）、締めつけも
良好か？
□
⑪宅内配管は竣工図どおりに施工できているか？
□
⑫施工時の写真は撮影できているか？
　　１．水圧試験の写真（□全景、□時計入りアップ）、２．□ボックス蓋裏
３．□宅内配管の埋設深、４．□フレキシブル継手、５．□メータの位置が判る全景写真）
□
⑬受水槽設置の場合はバルブ手前の水栓、立ち上がり管の保温材が設置できているか？
受水槽設置届（簡易専用水道の場合は簡易専用水道設置届含む）が提出できているか？
（確認できる写真を撮影）
□
指定工事事業者名                                   ㊞     
                                    ㊞     
                  年       月       日     
  草津市        　町・丁目     番     号   
                                        　 
＊確認の結果、良好であれば□内にレを記入のこと。
＊確認の結果、該当しない項目は□内に－を記入のこと。
	· 宅内工事完了後、給水装置工事主任技術者が速やかに給水装置検査確認
を行い工事完了届、工事竣工図、工事写真を提出すること。
· 提出後、受領確認をして完了届の写しを発行いたしますので水道使用者
の変更届、用途変更届に添付してください。
	


